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全
学
年
一
斉
に

来
年
度
か
ら

学
級
定
数
減

人
７
学
級

４ ３

沼
津
市
に
あ
っ
て
、
江
原
素
六

先
生
の
銅
像
と
と
も
に
親
し
ま
れ

て
き
た
江
原
公
園
が
国
道
一
号
線

の
拡
張
計
画
で
移
転
を
迫
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
お
り
し
も
今
年

は
、
愛
鷹
山
山
麓
地
域
が
、
江
原

先
生
そ
の
他
先
人
た
ち
の
骨
折
り

に
よ
っ
て
、
地
元
の
村
々
に
払
い

下
げ
ら
れ
て
ち
ょ
う
ど
百
周
年
に

あ
た
り
、
愛
鷹
山
御
料
地
払
下
げ

百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

新
公
園
を
設
立
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
麻
布
学
園
が
毎
年
江
原
先
生

の
墓
参
り
の
際
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
江
原
素
六
先
生
顕
彰
会

青
（

木
由
明
会
長
）
な
ど
が
中
心
と
な

っ
て
移
転
先
を
探
し
た
結
果
、
元

の
公
園
よ
り
北
へ
七
〇
〇
ｍ
、
江

原
先
生
の
墓
所
近
く
、
は
る
か
駿

河
湾
を
見
渡
せ
る
小
高
い
丘
の
う

え
に
こ
の
上
な
い
土
地
が
見
つ
か

っ
た

（
沼
津
市
東
熊
堂
字
東
本
陣

。

六
一
七

一
。
二
〇
〇
〇
平
米

。

－

）

新
公
園
が
、
二
一
世
紀
村
づ
く
り

の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
念
願
す
る

地
元
の
方
々
の
献
身
的
な
努
力
が

あ
っ
て
、
こ
の
地
に
江
原
先
生
の

銅
像
を
移
築
し
、
公
園
と
し
て
の

整
備
工
事
を
施
し
た
結
果
、
さ
る

五
月
一
九
日
、
新
公
園
の
落
成
式

が
盛
大
に
行
わ
れ
る
運
び
と
な
っ

た
。
当
日
は
江
原
先
生
の
記
念
日

に
あ
た
り
、
麻
布
学
園
か
ら
は
新

中
一
（
三
百
一
名
）
が
恒
例
の
墓

参
を
か
ね
て
式
典
に
一
部
参
加
し

た
。
生
憎
の
雨
で
あ
っ
た
が
、
校

長
を
は
じ
め
、
一
同
江
原
先
生
の

遺
徳
を
偲
び
、
新
公
園
の
完
成
を

祝
っ
た

（
氷
上
）

。
自
ら
学
び
つ
…

辞

校
長

根
岸
隆
尾

祝愛
鷹
山
御
料
地
払
下
げ
百
周
年
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
、

こ
の
記
念
式
典
に
参
列
さ
せ
て
戴

き
、
顕
彰
会
の
皆
様
を
は
じ
め
と

す
る
地
元
の
方
々
の
、
江
原
素
六

先
生
へ
の
崇
敬
の
念
、
な
お
益
々

厚
い
こ
と
に
深
い
感
銘
を
憶
え
る

の
で
あ
り
ま
す
。
新
し
く
開
か
れ

た
こ
の
［
江
原
素
六
記
念
公
園
」

に
立
ち
、
先
生
の
立
像
を
拝
し
た

と
き
、
心
が
自
ら
澄
ん
で
い
く
の

を
感
じ
ま
す
。
晴
れ
て
い
れ
ば
愛

鷹
山
を
背
に
遥
か
眼
下
に
駿
河
湾

を
一
望
す
る
こ
の
地
は
、
土
地
高

燥
に
し
て
空
気
清
良
、
必
ず
や
先

。

生
の
御
心
に
適
っ
て
い
ま
し
よ
う

先
生
は
、
駿
河
人
と
し
て
霊
峰

富
士
を
讃
え

「
富
士
は
、
常
に
崇

、

高
雄
美
な
姿
を
以
て
、
接
す
る
人

々
の
心
に
清
い
美
し
い
崇
厳
な
観

念
を
起
こ
さ
せ
、
人
生
に
対
し
て

無
限
の
良
い
感
化
を
与
え
て
い

る

」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
本
日
沼

。

津
に
参
り
、
創
立
者
江
原
秦
六
先

生
の
事
跡
に
触
れ
る
私
ど
も
麻
布

中
学
新
入
生
三
百
一
名
の
生
徒
の

心
に
必
ず
や
、
良
い
感
化
を
与
え

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に

、

、

改
め
て

こ
の
場
を
お
借
り
し
て

例
年
私
ど
も
を
暖
か
く
迎
え
入
れ

て
下
さ
る
社
団
法
人
江
原
素
六
先

生
顕
彰
会
の
皆
様
、
又
明
治
資
料

館
、
少
年
自
然
の
家
、
地
元
の
方

々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

咋
今
、
少
年
の
犯
す
さ
ま
ざ
ま
な

犯
罪
や
、
学
校
生
活
の
中
核
を
な

す
授
業
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う

「
学
級
崩
壊
」
の
間
題
が
、
大
き

く
取
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
現
実
の
中
で
、
と
も
す
れ
ば

教
育
の
方
途
も
見
失
い
が
ち
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
旺
盛
な
好
奇

心
と
鋭
い
感
受
性
を
も
っ
た
青
少

年
、
と
り
わ
け
十
二
三
歳
か
ら
十

七
八
歳
の
中
高
校
生
は
、
一
方
で

時
代
と
環
境
の
影
響
を
ま
と
も
に

受
け
、
軽
桃
浮
薄
な
現
実
に
流
さ

れ
易
い
反
面
、
絶
え
ず
物
事
の
本

質
的
な
も
の
を
求
め
、
真
正
な
も

の
を
直
観
す
る
力
を
備
え
て
い
ま

す
。
な
れ
ば
こ
そ
、
私
ど
も
中
等

教
育
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
肝
に

銘
ず
べ
き
こ
と
は
、
自
ら
が
学
び

続
け
る
行
為
者
と
な
っ
て
、
生
徒

と
共
に
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ

う
。
私
は
今
、
江
原
先
生
の
こ
ん

な
文
章
の
一
節
を
思
い
浮
か
べ
ま

す

「
学
校
教
師
が
、
生
徒
に
講
義

。

↓

を
な
さ
ん
と
す
る
に
あ
た
り
、

麻
布
学
園
で
は
、
懸
案
で
あ
っ

た
一
ク
ラ
ス
の
生
徒
数
（
学
級
定

数
）
減
を
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
、

中
学
・
高
校
全
学
年
で
一
斉
に
実

施
す
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
各
学

年
と
も
七
学
級
編
成
（
一
学
級
四

二
～
四
三
人
）
と
な
る
た
め
、
普

通
教
室
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て

い
た
が
、
夏
休
み
中
に
合
併
教
室

・
実
験
室
・
研
究
室
な
ど
の
配
置

換
え
や
改
修
工
事
を
終
え
、
解
決

し
た
。
定
数
減
よ
っ
て
学
級
で
の

指
導
は
当
然
の
事
な
が
ら
こ
れ
ま

で
よ
り
も
き
め
細
か
な
も
の
に
な

る
が
、
学
校
全
体
と
し
て
の
き
め

細
か
な
指
導
を
ど
う
確
保
し
て
い

く
か
、
さ
ら
に
議
論
が
深
め
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
な
お
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
は
当
面
な
い
。

（
山
内
）

真
心
を
こ
め
て
準
備
す
る
と
準

↑備
せ
ざ
る
と
に
よ
り
て
、
生
徒
に

。

与
え
る
感
化
に
大
な
る
差
が
あ
る

（
中
略
）
旧
幕
の
こ
ろ
、
佐
藤
一

斎
と
て
、
博
学
強
記
を
以
て
有
名

な
る
儒
者
が
あ
っ
た
。
あ
る
日
の

こ
と
、
夜
十
時
頃
帰
宅
す
る
や
、

直
ち
に
書
斎
に
入
り
、
端
坐
し
て

読
書
を
さ
れ
た

（
三
頁
に
続
く
）

。
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美

術

シルクスクリーン制作生徒の作品を講評

麻
布
学
園
の
芸
術
科
の
授
業

を
の
ぞ
い
て
み
る
。

「
麻
布
の
芸
術
？

「
芸
術

」

の
麻
布
で
し
ょ

そ
ん
な
自

」

負
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な

明
る
く
充
実
し
た
授
業
風
景

工

芸

モザイク画制作
ペーパーナイフ制作指導中

書
道

文字の歴史を説明
にこやかに採点

音
楽

いい音を出すにはね 隷書道の心を説く

ずいぶんうまくなった歌には気持ちをこめて

（ ） （平成 ）年 月 日 第２号2 1999 11 10 16 麻布の丘に
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー旬
の
人

麻
布

二
一
世
紀
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
を
受
賞
し
た

鈴
木
洋
史
さ
ん
（
昭
和

年
卒
）

51

す
ず
き
ひ
ろ
し
さ
ん
一
九
五
七
年
生
。
一
九
七
六
（
昭
五
一
）
年
麻
布
高
校

卒
。
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
を
経
て
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
。
一
九
九
八
年
、

野
球
監
督
王
貞
治
と
そ
の
父
、
王
仕
福
の
故
郷
へ
の
思
い
を
追
求
し
た
「
百

年
目
の
帰
郷
」
で
二
一
世
紀
国
際
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
（
小
学
館
）
受

賞
。
一
九
九
九
年
、
小
学
館
よ
り
出
版
。
本
に
「
天
国
と
地
獄
ラ
モ
ス
瑠
偉

の
サ
ッ
カ
ー
戦
記
」
文
春
文
庫
、
な
ど
。
本
名
、
鈴
木
浩
。

わ
が
麻
布
学
園
の
卒
業
生
と
な
る

と
多
士
済
々
。
そ
の
中
で
、
と
く

に
若
々
し
く
特
異
な
活
躍
を
し
て

い
る
今
が
旬
の
人
・
・
・
第
一
回

は
こ
の
た
び
二
一
世
紀
国
際
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
大
賞
を
受
賞
し
た

鈴
木
洋
史
さ
ん
。
お
話
を
う
か
が

っ
て
い
て
繊
細
さ
の
奥
に
剛
直
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
感
じ
た
。

き
き
手

齋
藤
十
氷
上

大
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

王
監
督
へ
の
興
味
は
ど
の
よ
う
な

。

点
だ
っ
た
の
で
す
か

長
い
間
タ
ブ
ー
だ
っ
た
国
籍
と

い
う
観
点
か
ら
王
監
督
の
内
面
の

葛
藤
に
迫
り
た
い
、
と
思
っ
た
の

で
す
。

し
か
し
王
貞
治
自
身
は
日
本
で
生

ま
れ
育
っ
た
典
型
的
な
二
世
で
す

ね
。
主
人
公
は
む
し
ろ
中
国
か
ら

出
て
き
た
父
親
の
仕
福
氏
の
よ
う

。

に
読
め
ま
す
が

え
え
、
二
人
の
王
が
主
人
公
で

す
。
あ
る
い
は
息
子
の
王
貞
治
は

表
層
で
、
父
親
の
仕
福
は
深
層
、

と
言
っ
て
良
い
の
で
し
ょ
う
。
こ

の
物
語
は
息
子
の
貞
治
が
白
ら
の

深
層
に
触
れ
て
故
郷
を
回
復
す
る

物
語
な
ん
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
取
材
の
運
に
恵
ま。

れ
ま
し
た
ね
。
特
に
中
国
で
の

え
え
、
我
な
が
ら
運
が
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
族
の
誰

も
た
ず
ね
た
こ
と
が
な
く
、
父
親

の
死
後
「
ど
こ
に
あ
る
の
か
さ
え

わ
か
ら
な
い
」
存
在
に
な
っ
て
い

た
父
親
の
故
郷
を
探
し
当
て
ら
れ

た
の
で
す
か
ら
。
沢
木
耕
太
郎
と

言
う
作
家
が
「
幸
運
に
恵
ま
れ
な

い
取
材
か
ら
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
の
傑
作
は
生
ま
れ
な
い
」
と
言

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
取
材

、

が
意
味
を
持
つ
か
ど
う
か
運
一
つ

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
。

出
来
栄
え
の
ほ
ど
は
ご
自
分
で
い

。

か
が
で
す
か

と
に
か
く
父
親
の
故
郷
を
発
見

で
き
た
こ
と
で
過
去
の
話
に
終
わ

ら
ず
、
多
少
な
り
と
も
歴
史
の
中

で
の
人
間
の
営
み
の
不
可
思
議
さ

を
描
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
歴
史
を
背
負
っ
た
物

語
性
の
あ
る
作
品
が
書
け
た
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
ど
の
よ
う
な
学
生
時
代

。

だ
っ
た
の
で
す
か

麻
布
に
い
た
こ
ろ
は
、
詩
人
を

夢
見
る
よ
う
な
、
人
見
知
り
す
る

生
徒
で
し
た
ね
。
大
学
で
は
演
劇

に
熱
中
し
ま
し
た
。
就
職
は
マ
ス

コ
ミ
関
係
す
べ
て
だ
め
で
し
た
。
。（

）

内
気
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら

笑

そ
れ
に
し
て
も
麻
布
は
い
い
学
校

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
お
互
い
干

渉
し
な
い
で
、
い
い
と
こ
ろ
を
伸

ば
す
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

今
後
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
？

私
は
「
主
張
す
る
」
人
と
い
う

よ
り
「
描
く
」
人
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
取
材
の
中
で
語
ら
れ
な
か

っ
た
真
実
を
想
像
し
て
物
語
に
し

て
い
く
、
そ
ん
な
文
学
性
の
あ
る

作
品
を
書
い
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

。

ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す

（
一
ペ
ー
ジ
よ
り
）

。

講
義
の
準
備
を
な
す
の
で
あ
っ
た

塾
生
日
く
、
先
生
は
こ
れ
ま
で
数

百
回
講
義
を
な
さ
れ
て
い
て
も
、

尚
準
備
が
要
り
ま
す
か
と
、
先
生

日
く
、
教
育
は
真
剣
勝
負
の
如
き

も
の
で
あ
る
。
武
士
が
真
剣
勝
負

を
す
る
に
当
た
り
、
い
か
な
る
弱

敵
に
向
か
う
に
も
、
刀
の
目
針
は

湿
さ
ぬ
訳
に
は
い
か
ぬ
、
と

」
こ

。

の
佐
藤
一
斎
の
教
育
姿
勢
、
精
神

は
、
と
り
も
直
さ
ず
江
原
先
生
ご

自
身
が
、
実
践
躬
行
、
身
を
以
て
、

お
示
し
に
な
ら
れ
た
精
神
で
あ
り

生
き
方
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

い
か
な
る
場
合
に
も
何
事
に
対
し

て
も
、
一
点
の
私
心
、
私
利
私
欲

、「

」

な
く
取
り
組
み

青
年
即
ち
未
来

と
信
じ
、
終
生
「
青
年
の
友
」
と

し
て
生
き
た
先
生
の
ご
生
涯
、
ご

人
格
を
偲
ぶ
と
き
、
私
ど
も
教
育

に
携
わ
る
者
を
導
く
一
筋
の
光
が

見
え
て
く
る
の
で
あ
り
ま
す
。
江

原
先
生
、
願
わ
く
は
、
学
園
の
行

く
末
を
見
守
り
、
本
日
墓
前
に
参

列
す
る
新
中
学
一
年
生
を
正
し
く

お
導
き
下
さ
い
。

一
九
九
九
年
五
月
一
九
日

麻
布
中
学
・
高
等
学
校
校
長

根
岸
隆
尾
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フ

ラ

ン

ス

国

民

議

会

議

長

一

行

来

校九
月
十
八
日
（
土
）

午
・
後
、
フ
ラ
ン
ス
国

民
議
会
（
下
院
）
議
長

ロ
ラ
ン
・
フ
ァ
ビ
ウ
ス
氏
率
い
る

十
八
名
が
来
校
し
、
本
校
の
高
校

生
を
中
心
と
す
る
一
三
〇
名
以
上

が
集
ま
っ
て
い
る
四
階
大
会
議
室

で
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
一

行
の
訪
日
は
そ
の
三
日
前
で
、
超

過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
日

本
の
高
校
生
の
意
識
と
考
え
の
一

。

端
を
知
る
目
的
で
本
校
を
訪
れ
た

討
論
形
式
を
当
初
予
定
し
て
い
た

、

、

が

一
時
間
と
い
う
時
間
枠
で
は

ま
ま
な
ら
ず
、
本
校
生
の
提
出
す

る
質
間
に
、
フ
ァ
ビ
ウ
ス
氏
が
答

え
る
と
い
う
形
に
な
っ
た

〈
ナ
シ

。

ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
世
界

そ
の
ゆ
く

－

え
〉
と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

生
徒
の
質
間
は
「
仏
国
で
の
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
人
労
働
者
及
び
ム
ス
リ

ム
ヘ
の
差
別
の
間
題

「
核
保
有

」
、

国
か
ら
見
た
日
本
の
非
核
三
原
則

を
ど
う
思
う
か

「
日
本
は
国
旗

」
、

国
歌
法
制
化
で
議
論
が
噴
出
し
た

が
、
仏
国
歌
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ズ

は
軍
歌
で
あ
る
こ
と
に
疑
間
を
感

じ
な
い
の
か

「
青
少
年
の
い
じ

」
、

め
間
題
や
犯
罪
な
ど
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
」
等
々
多
彩
か
つ
本

質
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
氏
は
丁

寧
に
ま
た
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

た
。
生
徒
た
ち
は
静
粛
で
真
摯
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
仏

国
要
人
と
共
有
で
き
た
こ
と
は
、

本
校
生
の
幸
せ
と
言
う
べ
き
で
あ

り
、
仏
大
使
館
を
初
め
と
し
た
仏

国
民
議
会
の
方
々
に
深
く
感
謝
す

る
次
第
で
あ
る
。
一
行
は
ち
ょ
う

ど
運
動
会
実
行
委
員
会
の
生
徒
が

販
売
し
て
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
買
い

求
め
る
な
ど
、
そ
の
親
し
み
深
い

人
柄
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
た
。

寧
波
中
等
専
門
学
校
と

の

交

流

深

ま

る

咋
年
八
月
、
中
国
寧

波
市
か
ら
中

ニ
ン
ポ
ー

等
専
門
学
校
の
一
行
が
初
め
て
来

校
し
、
国
際
交
流
の
新
た
な
波
動

を
報
告
し
た
が
、
そ
の
後
、
今
年

三
月
、
我
が
校
か
ら
高
校
二
年
生

を
中
心
に
九
名
の
生
徒
と
三
名
の

教
員
が
寧
波
を
訪
れ
た
。
そ
し
て

こ
の
八
月
十
七
日
（
火
）
再
び
寧

。

波
か
ら
の
友
を
迎
え
た
の
で
あ
る

訪
間
団
は
生
徒
十
名
、
副
校
長
以

、

、

下
通
訳
を
含
め
六
名

極
暑
の
中

三
時
半
過
ぎ
に
本
校
相
模
湖
記
念

室
に
到
着
し
た
。
実
は
こ
の
日
、

本
校
側
の
二
〇
数
名
は
朝
八
時
四

〇
分
に
参
宮
橋
に
集
合
し
た
の
で

あ
っ
た
。
東
京
見
物

こ
れ
が
本

校
国
際
交
流
委
員
会
の
先
生
方
の

発
案
で
計
画
さ
れ
た
午
前
中
の
歓

迎
の
行
事
で
あ
っ
た
。
訪
間
団
一

行
の
宿
舎
で
合
流
し
、
浅
草
雷
門

へ
、
そ
し
て
東
京
湾
水
上
バ
ス
で

浜
松
町
ま
で
小
さ
な
船
旅
を
楽
し

ん
だ
後
、
東
京
タ
ワ
ー
に
登
り
、

東
京
の
街
を
眺
望
し
、
そ
の
足
で

本
校
を
訪
ね
た
の
で
あ
る
。
ハ
ー

ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
関
わ
ら

ず
、
皆
元
気
一
杯
で
あ
っ
た
。
根

岸
校
長
の
、
日
中
両
国
の
互
い
の

理
解
を
深
め
、
両
校
の
絆
を
深
め

る
こ
と
の
大
切
さ
、
更
に
互
い
に

よ
り
視
野
を
広
げ
た
い
旨
の
挨
拶

、

、

の
後

訪
間
団
の
副
校
長
の
挨
拶

、

両
校
生
徒
代
表
の
挨
拶
交
換
な
ど

和
気
謁
藷
の
雰
囲
気
が
盛
り
上
が

っ
た
。
高
三
斉
藤
真
弘
君
の
司
会

と
乾
杯
の
音
頭
で
ジ
ュ
ー
ス
を
飲

。

み
、
談
笑
へ
と
移
っ
た

業

茅

陽

一

氏

母

校

で

授

六
月
三
日
（
木
）
東
京
大
学
教

授
を
経
て
現
在
慶
応
大
学
・
大
学

院
で
シ
ス
テ
ム
エ
学
を
専
門
と
し

て
教
鞭
を
採
っ
て
い
る
茅
陽
一
氏

（
昭
二
八
卒
）
が
本
校
高
校
一
年

生
を
対
象
に
シ
ス
テ
ム
エ
学
の
授

業
を
行
っ
た
。

シ
ス
テ
ム
エ
学
は
、
総
合
科
学

で
あ
る
、
と
い
う
主
題
を
軸
に
高

校
生
に
は
馴
染
み
の
薄
い
学
間
の

世
界
を
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
（
オ
ー
ヴ
ァ
ー

ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
）
を
使

、

。

っ
て

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た

茅
氏
は
母
校
で
話
す
こ
と
、
高
校

生
に
向
け
て
授
業
が
で
き
る
こ
と

に
大
い
に
期
待
し
楽
し
み
に
し
て

来
校
さ
れ
た
の
だ
っ
た
が
、
一
時

間
の
授
業
の
中
で
は
、
生
徒
か
ら

の
質
間
は
少
な
く
、
茅
氏
は
少
々

物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
し
か
し

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

、

境
間
題
」
が
「
シ
ス
テ
ム
エ
学
」

と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を

幾
つ
か
の
例
を
掲
げ
て
、
懇
切
に

解
説
し
終
わ
り
、
茅
氏
は
、
最
後

に
「
授
業
は
先
生
と
生
徒
と
の
闘

。

い
だ
」
で
結
ん
だ

文

化

祭

そ

し

て

プ

ー

ル

五
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
第
五
。

一
回
文
化
祭
が
盛
大
に
催
さ
れ
た

展
示
の
内
容
も
多
彩
で
、
中
一
か

ら
高
三
ま
で
生
徒
達
の
授
業
中
に

は
な
い
朗
る
い
姿
が
校
舎
内
を
活

あ
か

発
に
往
き
来
し
て
い
た
。
学
外
者

も
多
数
来
校
し
（
延
べ
人
数
一
万

八
千
人

、
廊
下
も
展
示
教
室
も
混

）

雑
を
極
め
た
。

今
年
、
例
年
の
文
化
祭
と
大
き

く
変
わ
っ
た
事
柄
が
一
つ

特
記

－

す
べ
き
点
と
し
て
あ
っ
た
。
そ
れ

は
最
終
日
の
後
夜
祭
の
後
の
「
プ

ー
ル
」
の
件
で
あ
る
。
咋
年
ま
で

常
に
教
員
側
の
頭
を
悩
ま
せ
て
き

た
の
が
、
文
化
祭
実
行
委
員
を
中

心
と
し
た
「
プ
ー
ル
飛
び
込
み
」

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
は
危
険
が
伴
う
。
年
間
行
事
の

中
で
最
大
の
イ
ヴ
ェ
ン
ト
で
あ
る

文
化
祭
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
生

徒
達
の
長
期
に
亘
る
真
剣
な
努
力

は
想
像
に
余
り
あ
り
、
最
終
日
の

「
プ
ー
ル
」
を
も
っ
て
、
文
化
祭

の
終
わ
り
を
飾
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
痛
い
程
理
解
で
き
る
か
ら

で
あ
っ
た
。

今
年
、
文
実
委
員
長
の
古
澤
祐

介
君
ら
が
中
心
と
な
り
、
度
重
な

る
生
徒
同
士
の
話
し
合
い
の
結
果

と
し
て
「
プ
ー
ル
飛
び
込
み
」
が

取
り
止
め
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果

、

、

と
経
緯
は

四
月
二
十
七
日
付
で

「

」

プ
ー
ル
に
関
す
る
会
議
の
詳
細

と
し
て
古
澤
君
の
名
で
全
校
生
徒

に
配
布
さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
は
、

話
し
合
い
の
過
程
で
生
徒
達
が
悩

み
迷
い
逡
巡
し
て
い
る
様
子
が
顕

わ
に
さ
れ

「
麻
布
」
の
将
来
に
向

、

け
て
深
く
考
え
て
い
る
こ
と
ま
で

も
読
み
と
れ
る

「
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

。

飾
る
の
は
プ
ー
ル
飛
び
込
み
だ
け

で
は
な
い
」
と
の
全
会
一
致
の
結

論
の
末
、
プ
ー
ル
に
代
わ
る
「
文

実
委
員
全
員
の
胴
上
げ
を
す
る
」

こ
と
で
三
日
間
の
幕
を
閉
じ
る
こ

と
に
決
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た

（
廣

。

瀬
）
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学

園

事

務

室

か

ら

学

園

施

設

最

近

の

改

善

状

況

暫
く
前
ま
で
、
学
校
と
い
う
も

の
は
「
校
舎
が
薄
暗
く
て
独
特
の

雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う

の
が
世
間
相
場
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
麻
布
学
園
も
ご
他
聞
に
漏
れ

ず
、
ど
の
建
物
も
全
体
的
に
暗
い

感
じ
で
、
更
に

「
教
室
や
構
内
が

、

き
た
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
芳
し

く
な
い
評
判
ま
で
あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
で
は
近
代
的

な
施
設
を
有
す
る
学
校
が
続
々
と

現
わ
れ
、
我
々
と
し
て
も
何
ら
か

の
対
応
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
、
学
園
で
も
、
創
立

一
〇
〇
周
年
を
一
つ
の
機
会
と
し

て
、
安
全
性
に
つ
い
て
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
利
便
性
と
快
適
性

に
も
神
経
を
使
い
、
よ
り
良
い
教

育
環
境
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

以
下
に
、
こ
こ
数
年
間
の
工
事

実
績
を
ご
紹
介
し
ま
す

（
な
お
、

。

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
館
に
つ
い

て
は
、
既
に
ご
紹
介
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
回
は
省
略
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
）

［
安
全
面
］

・
耐
震
補
強
工
事

管
理
棟
・
特
別
教
室
棟
補
強
実

施理
科
棟
・
講
堂
補
強
実
掩
・
理

科
棟
非
常
階
段
改
修

［
教
育
環
境
面
］

・
体
育
館
改
修

・
多
目
的
体
育
施
設
新
設

・
運
動
場
改
修

・
同
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置

・
全
て
の
教
室
に
冷
暖
房
設
備
設

置
・
化
学
実
験
室
改
修

・
中
庭
（
全
天
候
コ
ー
ト
）
改
修

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
新
設

・
多
摩
川
グ
ラ
ン
ド
（
野
球
場
）

改
修

［
そ
の
他
］

昔 は 農 園 だ っ た 、 多 摩 川 グ ラ ン ド 全 景

・
女
性
用
手
洗
所
の
拡
充

管
理
棟
一
階
・
講
堂
地
下
の
女

性
用
手
洗
所
を
全
面
改
修

体
育
館
前
・
教
室
棟
一
階
を
部

分
改
修

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
室
新
設

）

・
教
員
喫
煙
室
新
設

大
山

（

拾

得

物

の

行

方

一
般
社
会
と
同
じ
よ
う
に
、
学

校
の
中
で
も
色
々
な
落
と
し
物
が

あ
り
ま
す
。
咋
年
の
例
で
は
、
ベ

ス
ト
５
は
①
財
布
・
定
期
入
れ
②

鍵
③
時
計
④
筆
箱
⑤
眼
鏡
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
、
シ

。

ャ
ツ
や
運
動
靴
も
結
構
あ
り
ま
す

ま
た
、
最
近
で
は
携
帯
電
話
や
Ｃ

Ｄ
・
Ｍ
Ｄ
等
も
出
て
き
ま
し
た
。

さ
す
が
に
財
布
・
定
期
入
れ
・
眼

鏡
の
場
合
に
は
比
較
的
早
く
落
と

し
主
が
現
わ
れ
ま
す
が
、
落
と
し

主
の
手
元
に
戻
る
も
の
は
全
体
の

約
四
割
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
世
の

中
が
そ
れ
だ
け
豊
か
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら
の
拾
得
物
は
学
園
が
保

管
し
ま
す
が
、
落
と
し
主
が
現
わ

れ
な
い
場
合
に
は
、
あ
る
一
定
期

間
が
経
過
後
、
学
園
の
所
定
の
手

続
き
に
従
い
処
分
し
て
い
ま
す
。

時
計
な
ど
は
、
有
効
活
用
す
る
た

め
、
社
会
事
業
団
体
に
寄
付
し
て

い
ま
す
。
主
に
、
森
林
破
壌
が
進

む
発
展
途
上
国
へ
の
植
林
活
動
を

進
め
て
い
る
財
団
法
人
へ
の
バ
ザ

ー
提
供
品
と
し
て
の
寄
付
で
す
。

金
額
的
に
は
僅
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
こ
こ
数
年
間
こ
の
よ
う
な
活

動
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
援
助
を

受
け
た
国
の
子
供
達
か
ら
お
礼
の

絵
葉
書
が
届
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
拾
得

物
が
新
し
い
命
を
得
た
よ
う
で
、
写
真

心
温
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。

（
関
）

左自

動

販

売

機

が

充

実

し

ま

し

た

咋
年
４
月
か
ら
、
管
理
棟
の
地

下
に
清
涼
飲
料
水
の
自
動
販
売
機

を
設
置
し
ま
し
た
が
、
生
徒
に
大

人
気
で
、
咋
年
一
年
間
で
合
計
六

万
五
千
本
も
売
れ
ま
し
た
。

学
園
に
は
、
従
来
、
紙
パ
ッ
ク

入
り
の
牛
乳
を
中
心
と
す
る
自
動

販
売
機
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た

が
、
時
代
の
流
れ
で
、
校
外
の
自

動
販
売
機
で
購
入
す
る
生
徒
が
増

え
、
学
園
と
し
て
も
頭
を
痛
め
て

い
ま
し
た

（
学
園
近
辺
に
は
、
明

。

ら
か
に
麻
布
生
を
目
当
て
に
し
た

と
思
わ
れ
る
自
動
販
売
機
が
増
え

て
き
ま
し
た

）
生
徒
の
要
望
も
勘

。

、

案
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
の
結
果

思
い
切
っ
て
学
園
内
に
自
動
販
売

機
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。

内
容
的
に
は
ミ
ネ
ラ
ル
ゥ
ォ
ー

タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・
お

茶
を
中
心
に
揃
え
、
健
康
上
間
題

と
思
わ
れ
る
炭
酸
飲
料
類
は
一
切

入
れ
て
い
ま
せ
ん
が
夏
場
に
は
特

に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
飲
み
物

に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

価
格
が
市
価
よ
り
も
安
い
こ
と

も
あ
り
、
生
徒
が
休
み
時
間
に
飲

み
物
を
買
い
に
校
外
に
出
る
こ
と

も
少
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

、

、

ご
存
知
の
と
お
り

最
近
で
は

ゴ
ミ
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
が
強

く
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
学
園
で

も
生
徒
が
校
外
の
自
動
販
売
機
で

買
っ
て
き
た
飲
み
物
の
空
き
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
処
理
に
悩
ま
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
色
々
と

工
夫
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
余
り

旨
く
い
か
ず
に
困
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
協
力
で
空

き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
が

進
み
、
一
挙
に
間
題
が
解
決
し
ま

し
た

（
関
）

。
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文
化
祭
は
も
ち
ろ
ん

生
徒
主
体
の
行
事
だ

か
ら

教
員
は
ほ
と

、

ん
ど
表
面
に
出
な

。

、

い

そ
の
例
外
が

い
ま
や
メ
イ
ン
企
画

扱
い
さ
れ
る

教
師

「

演
芸
会

で

す
で

」

、

に
三
〇
年
近
い
歴
史

が
あ
る

と
こ
ろ
で

。

こ
こ
数
年

教
員
有

、

志
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
有
志
の

企
画
・
展
示
が
ち
ょ

っ
と
し
た
注
目
を
浴

び
て
い
る
。（

）

山
内

『

私

た

ち

は

チ

ェ

ル

ノ

ブ

イ

リ

を

知

っ

て

い

る

か
』
教
員
有
志
の
展
示
は
、
咋
年
の

「
パ
レ
ス
チ
ナ
写
真
展

（
企
画
・

」

山
岡
幹
郎
）
に
つ
い
で
二
度
目
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
か
ら

一
三
年
。
今
で
も
そ
の
後
遺
症
は

続
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
な
か
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
「
チ
エ
ル

ノ
ブ
イ
リ
子
ど
も
基
金
」
か
ら
救

援
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ

、

ン
サ
ー
ト
開
催
の
要
請
を
受
け
て

教
員
有
志
（
堀
川
禎
一
・
増
子
寛

・
山
岡
幹
郎
）
と
文
化
祭
実
行
委

員
会
運
営
部
門
の
共
催
と
い
う
形

で
企
画
さ
れ
た
。

フ
ォ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
広

河
隆
一
の
写
真
を
中
心
と
す
る
教

室
展
示
と
、
広
河
隆
一
の
ス
ラ
イ

ド
・
卜
ー
ク
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ

ジ
ー
（
一
九
歳
・
六
歳
の
時
、
原

発
事
故
に
遭
う
）
の
歌
と
踊
り
を

中
心
と
す
る
講
堂
で
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
。
、

。

主
催
者
の
一
人

山
岡
は
語
る

「
こ
の
企
画
に
か
か
わ
っ
た
も
の

と
し
て
、
い
ま
思
う
こ
と
は
、
ひ

と
り
の
人
を
と
お
し
て
事
柄
を
知

る
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。

確
か
に
さ
ま
ざ
ま
な
本
や
資
料
に

よ
っ
て
私
た
ち
は
そ
の
事
柄
を
知

る
こ
と
は
で
き
ま
す
し
、
そ
の
努

カ
は
ず
っ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
生
身
の

人
、
そ
の
人
の
声
を
と
お
し
て
知

ら
さ
れ
る
事
柄
の
重
さ
は
、
私
た

ち
の
や
や
も
す
れ
ば
乏
し
い
想
像

力
を
い
や
お
う
な
く
突
き
動
か
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
…
…
こ
の
企

画
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
生
徒
諸
君

が
、
将
来
な
ん
ら
か
の
形
で
、
ナ

タ
ー
シ
ャ
に
ふ
れ
た
今
回
の
経
験

を
活
か
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す

」
。

な
お
、
コ
ン
サ
ー
ト
入
場
者
は

。

、

、

約
五
〇
〇
人

入
場
者

教
職
員

労
働
組
合
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

カ
ン
パ
は
総
額
約
五
〇
万
円
だ
っ

た
。

『

麻

布

発

見

』

Ｐ
Ｔ
Ａ
有
志
に
よ
る
展
示
は
四

年
目
。
内
田
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
そ

の
動
機
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語

る

「
学
内
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
含
め
、

。

。

父
母
の
自
由
な
発
言
の
場
が
な
い

普
段
タ
ブ
ー
と
な
っ
て
い
る
こ
と

で
も
、
批
判
を
恐
れ
ず
自
由
に
出

せ
る
場
を
作
り
た
い
。
発
言
の
場

が
な
く
、
情
報
不
足
、
あ
る
い
は

ウ
ワ
サ
に
流
さ
れ
不
安
に
な
る
父

母
た
ち
の
な
か
に
風
穴
を
開
け
た

。

、

い

生
徒
た
ち
に
父
母
の
考
え
を

互
い
に
ぶ
つ
か
る
覚
悟
で
出
し
て

み
た
い

」
。

「
麻
布
発
見
」
と
い
う
ネ
ー
ミ

ン
グ
は

「
お
互
い
に
異
な
る
自
由

、

な
意
見
を
、
本
音
で
ぶ
つ
け
合
う

こ
と
こ
そ
各
自
に
と
っ
て
の
発
見

で
あ
り
、
将
来
へ
の
可
能
性
と
な

る
と
い
う
意
味
」
だ
と
か
。

テ
ー
マ
は

「
親
の
言
い
た
い
放

、

題

「
親
の
こ
だ
わ
り

「
麻
布
の

」

」

尺
度

と
推
移
し

今
年
再
び

親

」

、

「

の
言
い
た
い
放
題

。
麻
布
に
対
す

」

る
辛
口
批
評
だ
っ
た
り
、
時
に
は

「
麻
布
賛
歌
」
に
な
っ
た
り
し
な

が
ら
、
あ
や
う
い
と
こ
ろ
で
バ
ラ

ン
ス
を
と
り
続
け
よ
う
と
し
て
い

る
。麻
布
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
。
発
足
当
時
の

経
緯
か
ら
、
役
員
の
権
力
化
を
避

、

。

け
る
た
め
に

毎
年
改
選
さ
れ
る

し
か
し
そ
の
理
念
が
短
所
と
し
て

現
れ
る
場
合
も
あ
る
。
継
続
性
の

間
題
だ
。
運
営
さ
え
間
違
わ
な
け

れ
ば
、
こ
の
「
麻
布
発
見
」
は
そ

の
短
所
を
お
ぎ
な
う
要
素
に
な
る

可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。

廊
下
に
ま
で
展
示
さ
れ
た
「
麻

布
川
柳
」
の
ユ
ー
モ
ア
に
つ
ら
れ

て
か
、
入
場
者
は
幅
広
く
、
会
場

の
ノ
ー
ト
に
は
、
親
ば
か
り
で
な

く
、
Ｏ
Ｂ
、
在
校
生
、
小
学
生
、

他
校
の
女
生
徒
な
ど
の
感
想
が
た
。

く
さ
ん
書
き
記
さ
れ
て
い
た


